
13.	生態系	

個体群とその成長	
生活史	

群集の相互作用と生態系	
エネルギーと物質の循環	

テキスト15，16	

問　個体群中の平均出生率（次の子供を産む子供の数とする。）は2でなければなら
ない。それはなぜか？	



個体群とその成長	
いわゆる生物の「群れ」。　生物は様々な理由で、密度・大きさ
の異なる群れをつくる。	
　防御、餌取り、繁殖、	
個体群の成長（ｔ：時間、ｘ：個体数）	
　指数成長（ねずみ算）個体数ｘ=ｘ0ｒ

ｔ　ｒ：増加率	
　ロジスティック成長　dx/ｄｔ=ax(b−x)　a,b:定数	
　　a:増加率、b:収容能力	
	
	
　＞不連続な増加ではカオス	

問題１、孤島の生物種はなぜ絶滅するのか。	



生活史	

生活史：生物の一生のパターン	
生存曲線：年齢に対する生存個体数	
　　日和見生活史（小型、少産、放置、早熟）＞楽観の誤訳か	
										Opportunis=c	Life	History　グッピー	

　　均衡生活史（中型、少産、子育、晩熟）＞平衡の誤訳か	
												Equilibrium	Life	History　サメ	

　　周期的生活史（大型、多産、放置、晩熟）	
												Periodic	Life	History　マンボウ	

年齢構成>生活史と環境、歴史で変化	
　繁殖周期、成熟年齢：	
　出生率：一個体が生む子孫の数	
資源消費(Foot	Print)　ヒト1人当たり1-8ha必要	



hNp://www.zo.utexas.edu/courses/Thoc/PopGrowth.html	
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群集の相互作用と生態系	

群集は環境と生物的要因で作られる。	
群集における生物間の相互作用	
　片利共生　宿主に影響がない。	
　寄生　宿主に不利益がある場合。	
　相利共生　宿主に利益がある。	
　競争（直接、間接）　利益を取り合う	
　捕食　＞進化圧力となる。	
群集間の相互作用＞生態系	



エネルギーと物質の循環	

エネルギーの流れ	
	
太陽＞植物＞動物１＞動物2＞＞分解者＞熱	
	
雨　　　水　　　　　　　海、湖、川	
　　　　炭素　　　　　二酸化炭素、石灰	
　　　　リン　　　　　　　有機リン	
N2　 　窒素　　　　　硝酸塩、アンモニア	
　　　　硫黄　　　　　　硫酸塩	

問題2、なぜ肥料にはリンと窒素が含まれているのか。	


